施設処遇会議　議事録

と　き：H18.12.25　13:30～15:20

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：・村田I.O.O・秋山G.O.M・清水G.O.M・長谷部G.O.M・小坂・佐々木・山田・三浦・小笠原

（欠席者：C.E.O・江刺家I.O.O・小松・原・山口）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：三浦

議題

１：平　康子様（青明舎利用者様）の処遇について

２：大久保　康弘様（青山荘入所者様）の処遇について

３：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

１：平　康子様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病

　＜問題点＞

1 服薬を忘れることがある

　　　介入方法→・グループホーム訪問時の服薬の確認

　　　　　　　　　１）来所時の声掛け

　　　　　　　　　２）服薬の必要性の説明

　　　　　　　　・関係機関（デイケア・外来）で服薬の確認を行う

　　　

2 自室の整理を上手く行うことが出来ない

　　　介入方法→・本人との信頼関係を形成する

　　　　　　　　　１）清掃の必要性を説明する

　　　　　　　　　２）グループホーム訪問時に清掃状況の確認と清掃の促し

　　　　　　　　　３）清掃方法、衣類の収納等の指導

＜評価＞

　　9/25・11/10に忘薬があった。9/25（昼食時）はデイケアへ行かず飲み忘れ、11/10の忘薬に関しては覚えていないとのこと。生活パターンの変化により忘薬がある。青山荘入所時には、外出・外泊時には定期的に服薬の確認を行っていた。今後、服薬の確認をどの関係機関で主に行っていくか検討する必要がある。また、血糖値に関しては、青山荘入所時には2ヶ月に1回採決を行っていたが、現在では確認が取れていない為、今後確認していく必要がある。また、体重増加も目立っている。入浴は1週間に1回程度で、外来日の前日には必ず入浴するとのこと。入浴の促しも行う必要がある。訪問時も部屋が汚いとのことで、自室へ職員を入れることが少ないとのことで、定期的に自室の清掃状況を確認することが必要。

２：大久保　康弘様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①　金銭管理について（計画的な金銭管理が困難。余裕があると必要外の物を購入する。）

介入方法→・定期的に小遣い帳を確認し、その都度金銭管理指導を行う。また、なぜ金銭管理指導を受けているのか、自分の行為を振り返ることで認識してもらう。

· 生活保護受給となるにあたり、金銭の無駄遣いを防ぐ為、保護者と協力した金銭管理を継続する。退所後も継続した金銭管理が必要となる。

· 一ヶ月の生活費を決め、その中で遣り繰りすることを身につける。

　

②　退所先について

介入方法→・疾病管理、金銭管理、食事作り、対人関係における現状の問題点を踏まえた具体的な「単身生活プラン」を作成、保護者とも協力しながら退所先を検討する。

　　　　　・退所先を決定し、その場での生活状況を想定した訓練をする。評価・修正プランにより、具体的にしていく。

＜評価＞

4月中旬退所予定となっている。退所後も長兄に保護者になっていただくこととなる。他兄弟は特に援助しない為、長兄が本人の援助を行っている。以前、父が亡くなった際に本人は財産放棄している。生活保護受給するに当たり、現在6.5万円から今後8万円と経済状況が変化することとなるため、金銭管理に重点を置き援助を行っていく必要がある。また、本人の通帳は長兄が管理することとする。

３：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜問題点＞

1 部屋にこもり、私物をいじる以外は居眠りして過ごしている。

介入方法→・休日や平日の夕食後は20時まではホールで過ごすように声掛けしていく。

・皆と交流を持つ事で、色々な情報交換が出来ることを伝える。

・趣味の幅を広げる情報提供やアドバイスをする。

2 新品に執着し、衣類やバックなどを故意にゴミに捨てたり破いたりして買い物に行きたいと要求する。

介入方法→・実際に使用できなくなった商品なのか本人と確認する。

　　　　　・本人の希望通りの買い物は出来ないことを伝える。

・物を大事に使用しなければならない意味を説明する。

3 食事間際に間食する。

介入方法→・三度の食事で十分な事、間食したい時はスタッフと一緒に食事のバランスを考える。

　　　　　・体重増加が引き起こす病気について説明する。

　　　　　・毎日体重を測り、自ら意識を持っていただく。

　　　　　・カロリーオフの甘味料を使用したことや間食を控えたことで体重減少に繋がったことを評価する。

＜評価＞

　カロリーオフの甘味料を使用したり、間食を控えたことで体重減少に繋がったため、今後も今のレベルで体重管理を継続する。生活保護を受給しているが、貯金額がかなりある。このことについて保護者の長兄には施設で管理している通帳分に関しては伝えている。現在、本人に合うプログラムを検討中。75歳と高齢のため、難聴であり、余暇時に何かをして過ごすことが出来ない。今後、本人に合うプログラムとして作品作りを行う。「綺麗」や「出来ている」といった感じを持ちながら作品作りを進めて行くことが出来るようなプログラムを検討する。

